外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	


平成27年5月16日（土）　　　　司会：矢幅　佳恵　　　　記録：東　志保

	小笠原
	東
	矢幅
	小嶋
	菅原
	慶長
	鳥谷部
	戸賀沢
	服部
	會津
	三浦

	公休
	○
	○
	○
	公休
	公休
	公休
	公休
	公休
	公休
	公休

	藤田
	工藤
	川井
	佐々木
	油津
	馬場
	
	
	
	
	

	公休
	公休
	公休
	公休
	公休
	公休
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜外来情報＞

・平　康子様～青明者イワサワさんより、本人の就床前薬が1包不足しているとの連絡あり。本日当院受診し、不足分の就床前薬1回分処方となっている。
＜新患・入院予定情報＞
・5/18（月）　岡沼　光子様（77）　12：00来院　13：00診察予定　川端Ｄｒ
　　　　　　　高校卒業後より漁業の手伝いをしていた。本人25歳時結婚し以後専業主婦となり、2子儲けている。Ｈ18年胃癌にて青森労災病院にて胃全摘出術施行。寛解し、現在治療は行っていない。同時期より不眠出現。八戸赤十字病院精神科にて「うつ病」と診断され、薬物療法開始。日常生活に支障をきたす事はなく症状は落ち着き、現在安定。今回長男（岡沼　昭良様）が当院にて治療開始となった事を機に、本人も当院での治療を希望され当院受診予定。
・5/18（月）　小向　京子様（70）　11：30来院　12：30診察　センター受診　川端Ｄｒ
　　　　　　　元々は農家を営みながら、町の保健協力員を10年程務めていた。ここ数年、同じ物を何度か購入する、通帳を何度も無くすようになり以後貴重品を孫が管理するようになった。時期は不明だが、夫がおいらせ病院内科に入院。病院では介護保険のサービス調整終了してから退院を進めると本人（京子様）に説明をしていたが、夫を勝手に自宅に連れて帰ってしまうことがあった。近所との関わり減少、火の不始末あり、孫よりおいらせ町地域包括支援センターへ相談。認知症の鑑別診断と介護保険申請を検討していることから当院受診予定。
・5/18（月）　七戸　康徳様（31）　14：00来院　東Ａユニット入院予定
　　　　　　　H9年（中学校2年時）から苛々感、不眠出現し八戸市立市民病院精神科受診。するも症状消失し、治療中断。高校卒業後、飼料工場や派遣会社を転々としていた。H17.12.7幻聴出現し八戸市立市民病院を再受診。入院治療と今後の就労支援希望し湊病院へ転院し同院に6ヶ月入院。その後は同院の精神科デイケアや生活訓練施設などを経由し現在は自宅で生活。H25.10.29よりささクリニックに通院。ささクリニック転院後より眠気訴え減薬希望。H26.11.10からはロナセン2mg1錠のみの処方となっていたが、服薬状況は不明。H27年2月頃より、母様と口論、興奮、暴言等再発している状態。本人には入院治療の意志はなく、ご家族様が入院治療を希望されている事から、当院へ入院治療目的にてささクリニックより連絡あり。当日警察官・保健師・母様付添にて受診・入院予定。
・5/19（火）　黒坂　あかね様（16）　11：30来院　伊藤Ｄｒ
　　　　　　　頭痛、腹痛、人ゴミが嫌、人ゴミが怖い、学校が怖いと訴え中学３年時９月初旬より不登校。高校受験時会場まで行くも、車から降りる事が出来ずに受験できなかった。以後は自宅にて過ごすが、時折家族が一緒であれば外出・外食も出来る。今回、母様がうつ病を疑い、鑑別診断目的にて当院受診予定。

・5/20（水）　前田　勝弘様（67）　12：00来院　田名部Ｄｒ
　　　　　　　初飲は20歳。以後毎晩飲酒。58歳で定年後、朝より飲酒するようになり、現在はウィスキー水割り　250ｍｌ×2、3缶、ビール350ｍｌ×4、5缶/日に飲酒。現在食事は1日1食～2食だが体重減少はない。Ｈ27.5.9より断酒していたが、同年5.11から『人がいる』『車の中に人がいる』『人を助けなきゃ』『灯油を盗もうとしている人がいる』等と話し実際に車にいったりすることがある。上半身の振戦、発汗、夜間1時間しか寝れない状態。まずは外来通院での治療希望され、当院受診予定。

・5/22（金）　小野　真莉様（27）　10：00来院　伊藤Ｄｒ
　　　　　　　弘前市の高卒業後、営業兼事務職に従事。５、６年前より仕事中に言葉が出づらくなる。4年前に耳鼻科（弘前市内）を受診したが、問題ないと言われ、その後すぐに心療内科（弘前市内）受診。病名は特に言われず、頓服薬（薬は覚えていない）処方され、以後受診せず。Ｈ26.冬、夫様が八戸市に転勤になった事をきっかけに退職、転居。以後問題なく過ごし現在専業主婦。今後、就労を目指しているが、言葉の出づらさが気になり、精神科受診検討。当院受診予定。
・5/22（金）　米谷　巴様（90）　10：30来院　センター新患　伊藤Ｄｒ
　　　　　　　現在、八戸市にて単身生活。H26年頃より人に会いたくないと思うようになるが、外出は出来ていた。入れ歯の治療を行っている事から食事に時間を要し、体重が減るのではないかと不安になったり、言葉の出づらさが気になり、憂鬱になることがあった。夜間中途覚醒、再入眠時時間を要す、怖い夢・嫌な夢を見る、熟眠感のなさ、日中に眠気の眠気出現。上記状態から、病院受診を検討。当院受診予定となっている。
・5/23（土）　田村　猛様（82）　11：00来院　センター新患　安ヶ平Ｄｒ
　　　　　　　現在、八戸市にて長男夫婦と同居。若い頃より大酒飲み。H21年頃より物忘れが目立ちはじめ、大里脳神経リハビリテーションクリニック受診。アルツハイマー型認知症と診断され、アリセプトの服用開始。H22年5月頃より苛々感の出現、抑肝散処方。その後、アリセプト8㎎まで増量したが、H24年9月頃を最後に通院中断。H25年1月に同クリニックを再受診し、内服を再開したが、H25年4月頃に家族に暴力を奮うことがあり、抑肝散処方。介護保険申請し、ヘルパーとデイサービスの利用開始。デイサービスでは大声を出す、お金が無くなった等の妄想、飲酒等の問題行動がみとめられ、デイサービス事業所を変更し、現在は小規模多機能型ホームりんごっこ寿楽荘を利用。以後も、日中から飲酒することが続き、ケアマネより精神科受診を勧められ、H26年8月に湊病院受診。同院より大里脳神経クリニックへ逆紹介され、通院継続。徐々に記銘力障害、見当識障害の低下が目立つようになり、1日5食摂取する、自宅にいるが「今日はここに泊まっていくのか？」と確認する、散歩に出かけ自宅がわからず保護されること(1度のみ)等があった。家族より認知症の専門治療の希望があり、当院受診予定。
